
 

 

・歩道側が崖崩れの恐れがあるため、児童は、歩
道の無い反対側を通っている。 

・対向車線がなく道が狭いが、交通量は多い。 

 

・見通しの悪いカーブで下り坂であるため、車のスピードが出やす
い。運転手が児童に気付くのが遅れる危険性がある。 

・児童が通行している反対側では、外側線がかくれるほどの草が繁
ることが多く、自動車が右側（児童寄り）を走行して危険である。 

４ 上田代地区
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